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▲改修された嬉野橋

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決

算
状
況
は
、
歳
入
１
３
４
億

４
７
４
７
万
円
（
前
年
度
比

３
・
７
％
増
）
、
自
主
財
源

比
率
32
・
９
％
（
前
年
度
比

１
・
８
％
増
）
、
依
存
財
源

比
率
67
・
１
％
（
前
年
度
比

１
・
８
％
減
）
と
な
り
、
わ

ず
か
な
が
ら
自
主
財
源
比
率

が
増
加
し
た
。

歳
出
は
、
１
２
８
億
１
４

０
７
万
円
（
前
年
度
比
３
・

１
％
増
）
、
要
因
と
し
て
、

人
材
派
遣
の
ほ
と
ん
ど
が
非

常
勤
嘱
託
職
員
と
し
て
直
接

雇
用
と
な
り
、
人
件
費
９
・

０
％
増
、
物
件
費
は
６
・
３

％
減
と
な
っ
た
。

特
別
会
計
・
国
民
健
康
保

険
に
つ
い
て
、
歳
入
は
23
年

度
か
ら
税
率
を
改
定
し
た
こ

と
と
、
保
険
税
の
徴
収
率
が

前
年
度
比
３
・
08
ポ
イ
ン
ト

上
が
り
、
６
０
９
２
万
円
増

加
し
た
も
の
の
、
歳
出
は
後

期
高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納

付
金
等
が
増
加
し
、
赤
字
分

が
前
年
度
と
合
わ
せ
て
１
億

３
３
６
１
万
円
と
な
り
、
翌

年
度
予
算
か
ら
繰
上
充
用
が

な
さ
れ
た
が
、
制
度
の
抜
本

的
見
直
し
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。農

業
集
落
排
水
は
、
歳
入

が
五
町
田
・
谷
所
地
区
の
事

業
量
減
に
よ
り
国
庫
補
助
金
、

市
債
が
大
き
く
減
少
し
た
。

歳
出
は
事
業
費
と
公
債
費
で
、

実
質
収
支
額
１
万
４
千
円
の

黒
字
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
も
内
容
は
同

様
で
、
実
質
収
支
額
４
４
５

万
２
千
円
の
黒
字
で
あ
る
。

嬉
野
温
泉
公
衆
浴
場
は
、

実
質
収
支
額
４
８
４
万
９
千

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
が
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
１

４
６
２
万
７
千
円
の
精
査
が

必
要
で
あ
る
。

平成23年度 会計決算を認定を認定

６
億
　
万
円
の
黒
字

６
億
　
万
円
の
黒
字

一般
会計

3339
主な財政指標

区 分 平成23年度 平成22年度

財政力指数 0.386% 0.401%

実質収支比率 6.9% 5.4%

経常収支比率 86.2% 85.0%

公債費率 9.9% 10.2%

公債費負担比率 12.9% 13.1%

起債制限比率 9.0% 9.0%

財政指標の用語の説明
財政力指数とは
基準財政収入額を基準財政需要額
で除して得た数値の過去３年間の平
均値で、指数が１を越える場合や１
に近づくほど財源に余裕がある。
経常収支比率とは
義務的性格の経常経費に、地方税・
地方交付税等を中心とする経常一般
財源収入がどの程度充当されている
かで財政構造の弾力性を判断する。
公債費比率とは
地方債の元利償還金の一般財源に
占める割合。財政運営上10％を超
えないことが望ましい。
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一 般
特 別
水道事業平成23年度平成23年度 会計決算を認定会計決算

会 計 名 総 収 入 総 支 出 差 引 額

一般会計 134億4747万円 128億1407万円 ６億3339万円

国民健康保険 39億6474万円 40億9836万円 ▲１億3361万円

後期高齢者医療 ２億9924万円 ２億9787万円 137万円

農業集落排水 ９億6093万円 ９億6091万円 １万円

公共下水道 ３億4015万円 ３億3484万円 530万円

第七土地区画 ２億8994万円 ２億7629万円 １364万円

第八土地区画 １億7796万円 １億7788万円 ７万円

嬉野温泉公衆浴場 5227万円 4742万円 485万円

水道料金他 経費支出 残 高

収益的収支

６億9141万円 ６億2198万円 ６943万円

補助金他 工事費償還金他 留保資金より支払い

資本的収支

１億1948万円 ３億4400万円 ２億2452万円

各会計決算の状況 〔単位 万円〕 一般会計の状況
歳 入 134億4747万円

歳 出 128億1407万円

市税
19.0％

その他収入
10.5％ 分担金

負担金
1.4％
使用料
手数料
2.0％

交付金
2.3％

地方交付税等
37.0％

国県の補助金
20.7％

市債
7.2％

議会費
1.4％

総務費
14.7％

民生費
34.1％

衛生費
9.0％

労働費
1.3％

農水費
5.9％

商工費
4.4％

消防費
4.3％

教育費
8.1％

災害復旧費
0.2％

公債費
7.9％

土木費
8.7％

市民（28,396人）一人当りにすると
平成23年３月末現在

市税負担（一人当たりの人口割）89,831円

農林水産業費
26,503円

衛生費
40,652円

民生費
154,118円

土木費
39,327円

教育費
36,589円

451,263円

借金負担
（公債費）
35,630円

斉 静

斉 静

斉
静

特

別

会

計

水
道
企
業
会
計

収
益
的
収
支
と
は

水
道
事
業
会
計
は
、
民
間

会
社
と
同
様
で
、
水
道
事
業

の
経
営
活
動
で
発
生
す
る
料

金
収
入
な
ど
の
収
益
（
収
入
）

と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
製
造

経
費
、
人
件
費
や
固
定
資
産

の
減
価
償
却
費
な
ど
の
費
用

（
支
出
）
が
計
上
さ
れ
る
。

資
本
的
収
支
と
は

水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
、

経
営
規
模
の
拡
大
に
係
る
資

産
の
取
得
に
要
す
る
経
費
や
、

企
業
債
の
元
金
償
還
金
な
ど

の
支
出
と
、
一
般
会
計
補
助

金
や
企
業
債
な
ど
の
収
入
が

計
上
さ
れ
る
。

一
般
会
計
と
は
、
市
税
や

地
方
交
付
税
等
を
主
な
財
源

と
し
て
、
人
件
費
、
扶
助
費

等
の
基
本
的
な
経
費
を
組
み

入
れ
て
計
上
し
た
会
計
で
市

の
予
算
の
中
心
と
な
る
。

特
別
会
計
と
は
、
国
保
の

よ
う
に
、
特
定
の
人
た
ち
が

お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
事
業
や
、
農
集

排
事
業
の
よ
う
に
限
ら
れ
た

人
た
ち
が
利
益
を
受
け
る
事

業
で
、
利
益
を
受
け
る
人
た

ち
が
負
担
す
る
お
金
を
中
心

に
運
営
さ
れ
る
。
公
共
下
水

道
、第
７
・
第
８
土
地
区
画
、

温
泉
公
衆
浴
場
等
が
あ
る
。

Q

Q

収
益
的
・
資
本
的

収
支
と
は

一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
相
違
点
は
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本
年
度
の
市
税
全
体
の
状

況
は
、
徴
収
率
が
前
年
度
よ

り
０
・
78
ポ
イ
ン
ト
向
上
、

現
年
課
税
分
で
１
・
15
ポ
イ

ン
ト
、
滞
納
繰
越
分
で
５
・

96
ポ
イ
ン
ト
前
年
度
よ
り
向

上
し
、
新
設
さ
れ
た
収
納
課

の
努
力
が
寄
与
し
た
。

市
税
の
収
入
未
済
額
は
、

６
億
２
９
１
７
万
円
、
そ
の

内
、
固
定
資
産
税
が
84
・
64

％
、
市
民
税
が
13
・
79
％
で
、

ほ
ぼ
全
体
を
占
め
て
い
る
。

市
税
の
不
納
欠
損
額
は
、

１
億
３
２
３
０
万
円
と
前
年

度
の
約
５
倍
と
な
り
、
地
方

税
法
に
基
づ
く
処
分
、
第
15

条
の
７
（
執
行
停
止
）、
第
18

条
第
１
項
（
消
滅
時
効
）
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
過
年
度

分
の
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い

て
は
、
企
業
の
破
産
等
に
よ

る
固
定
資
産
税
の
処
分
が

94
・
63
％
で
あ
り
、
税
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
、
個
々
の

状
況
を
詳
し
く
把
握
し
、
実

情
に
あ
っ
た
対
応
に
よ
る
徴

収
率
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

貯金はこれだけ

借金はこれだけ 市税の徴収状況(現年課税分)

基金の内訳

貯金の項目 平成23年度末

地方債（借入金）の内訳

借入金の項目 平成23年度末

財政調整基金 17億0790万円

減債基金 10億5132万円

地域づくり推進事業基金 ４億8636万円

ふるさと応援寄付金基金 387万円

地域福祉基金 ４億6405万円

ふるさと水と土保全対策基金 2041万円

公共施設建設基金 ９億4345万円

学校建設基金 ２億5971万円

奨学資金積立金 4089万円

人づくり振興基金 5000万円

下水道事業基金 １億3708万円

合計 51億6507万円

総務関係の借入金 １億1437万円

農林水産・公有林の借入金 ４億2557万円

商工関係の借入金 320万円

土木建設・公営住宅の借入金 ８億9590万円

消防関係の借入金 321万円

教育関係の借入金 ７億5816万円

災害復旧債 1273万円

その他 67億9380万円

①臨時財政対策借入金 42億1403万円

②合併特例債 13億4890万円

③ほか 12億3086万円

合計 90億0696万円

▲市税収入に努力している収納課

〔単位：万円〕

科目 収入予定額 収入額 徴収率 前年度比

市民税 ９億3077万円 ９億1218万円 98.0% 102.8%

固定資産税 13億0280万円 12億0484万円 92.4% 101.6%

軽自動車税 7551万円 7294万円 96.6% 101.3%

たばこ税 ２億1335万円 ２億1335万円 100.0% 121.8%

入湯税 6282万円 6260万円 99.6% 105.0%

計 25億8528万円 24億6594万円 95.3% 103.6%

厳
し
い
市
税
徴
収
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正
・
副
議
長
、
議
会
選
出

の
監
査
委
員
を
除
く
15
名
の

議
員
全
員
で
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
平
成
23
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
７

件
）
歳
入
歳
出
決
算
審
査
・

水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処

分
及
び
決
算
審
査
を
、
９
月

19
日
か
ら
28
日
ま
で
の
10
日

間
で
慎
重
な
審
査
を
実
施
し
、

下
記
の
よ
う
な
指
摘
を
行
っ

た
。一

般
会
計
歳
入
は
、
市
民

税
や
固
定
資
産
税
が
前
年
度

比
若
干
の
増
加
と
な
っ
て
い

る
。徴

収
率
も
、
市
税
全
体
で

０
・
78
％
の
改
善
が
み
ら
れ

る
が
、
歳
入
総
額
に
占
め
る

自
主
財
源
の
比
率
は
32
・
９

％
と
厳
し
い
財
政
運
営
状
況

に
変
わ
り
は
な
い
。

歳
出
は
、
屋
内
多
目
的
広

場
整
備
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

緊
急
助
成
等
大
型
事
業
の
土

木
費
や
駐
車
場
等
用
地
購
入

や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
、

湯
け
む
り
広
場
整
備
事
業
等

の
商
工
費
、
子
ど
も
手
当
・

生
活
保
護
扶
助
等
の
民
生
費

が
増
加
し
、
派
遣
職
員
か
ら

嘱
託
職
員
へ
変
更
し
た
た
め

人
件
費
は
大
き
な
増
加
と
な

っ
た
。

『総務課』
☆規則の改正が多い状況であり、決算時に議会に報
告を求める。

『財政課』
☆給食センター跡地の不動産鑑定・測量業務は、流
用ではなく補正予算で対応すべき。
☆市内公共施設は増え続けているが、新たに管財課
の設置を望む。

『市民課』
☆住基カードは登録者が伸び悩んでいる。高齢者の
身分確認や確定申告時の煩雑解消のためにも加入
を促進すべき。

『企画・企業誘致課』
☆嬉野パワーアップは単年度事業であり、効果の判
断が難しいと思われるので、複数年度の事業検証
が必要である。
☆乗合タクシーは、各地域の実情に合った形態とな
るよう条件整備を進めていくべき。

『地域づくり・結婚支援課』
☆市内公共施設は老朽化が進んでおり、今後の財政
負担を考慮し、各施設の廃止や再編・継続を協議
すべき。

『健康づくり課、健康福祉課』
☆23年度から歯周病検診制度が開始されたが受診
者が少ない。歯科医師会と検討し対象者に周知徹
底を図るべき。
☆食の自立支援事業は年々利用者が減少している。
独居老人の見守り効果も考えると、今後は利用者
拡大に向け努力を。

『福祉課、健康福祉課』
☆福祉センターの修繕の一部を昨年に引き続き予備
費から充用している。本来、点検等をする中で予
算措置を講じておくべき。
☆よいこあつまれの事業が拡充された中で、赤ちゃ
んひろばと、よいこの広場は、よいこあつまれの
事業での統合を望む。

『農林課』
☆うれしの産うまかもん給食支援事業は、農業に対
する理解醸成が目的であり、食材への感謝の気持
ちを育む事業として、今後、内容の検討が必要。

『茶業振興課』
☆うれしの紅茶の品質を高め、ブランド化を進める
ためにも、嬉茶楽館の充実を検討すべき。

『観光商工課』
☆シーボルトの湯の駐車場として、第二笹屋・花月
跡地を購入し、利用客の増加が顕著である。今後、
より良い方向での周辺整備を望む。

『建設・新幹線課』
☆新幹線嬉野温泉駅ユニバーサルデザイン計画策定
業務は、日本一の駅舎を目指して、今後有効な活
用を求める。

『学校教育課』
☆奨学資金貸付金は、約601万円の収入未済になっ
ている。連帯保証人が定められているが、その機
能が果たされていないので、早急に対策を講ずる
べき。
☆給食費滞納者に対しては、いまだ、督促を行うこ
とで終わっている。弁護士、裁判費用として予算
計上してあり、早急な対応が必要。

『国民健康保険』
☆2年続けて赤字計上され、１億3361万円の翌年度
繰上充用がなされている。早急に国保運営審議会
を開催し、検討を図るべき。

『農業集落排水・公共下水道』
☆農集排は、接続率が 100 ％になっても現在の使
用料では維持管理費の60～70％分であり、今後
使用料の検討を望む。
☆汚水処理整備構想が 24 年度に策定される。今後
は未整備地区の対応を早急に示すべき。

『水道事業』
☆ペットポトル事業は、職員の配置や業務量等を考
慮すれば、見直しが必要。

最後に、昨年の決算において指摘した事項が改善されていない案件も見受けられるので、
真摯に取り組まれることを強く望むものである。

決算審査に係る指摘事項報告書

議会からもの申す

指摘事項の主なもの
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い
じ
め
対
策
の
委
員
会
を
設
立

問

こ
の
事
業
の
目
的
は
。

答

い
じ
め
問
題
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
積
極
的
に
学
校

現
場
の
体
制
や
生
徒
指
導
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
や
提

言
を
行
う
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
。
い
じ
め
問
題
が
発
生

し
た
場
合
は
対
策
等
を
話
し

合
い
学
校
や
子
ど
も
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
。

問

委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
。

答

警
察
官
Ｏ
Ｂ
、
医
師
、

弁
護
士
、
大
学
講
師
、
民
生

児
童
委
員
等
８
名
で
構
成
さ

れ
る
。

問答問答

39
万
円

問

こ
の
積
立
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答

合
併
特
例
債
を
財
源
に

基
金
を
積
み
立
て
、
そ
の
運

用
益
で
地
域
振
興
を
図
る
。

問

積
み
立
て
は
い
つ
ま
で

す
る
の
か
。

答

平
成
24
年
と
平
成
25
年

の
２
カ
年
に
わ
た
り
行
う
。

問

基
金
積
立
の
総
額
は
い

く
ら
か
。

答

必
要
に
応
じ
増
額
で
き

る
が
、
本
市
の
標
準
基
金
規

模
は
24
年
度
６
億
円
、
25
年

度
７
億
１
千
万
円
で
総
額
13

億
１
千
万
円
と
な
る
。

問

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
ど
ん
な
も

の
か
。

答

突
然
、
心
臓
に
異
常
を

生
じ
た
と
き
、
機
器
の
判
断

で
適
切
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

行
い
、
心
臓
を
正
常
に
戻
す

た
め
の
医
療
機
器
で
あ
る
。

問

市
内
に
は
す
で
に
設
置

済
み
と
思
う
が
。

答

今
年
、
塩
田
中
学
校
に

お
い
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
市
民
の
方

が
救
わ
れ
た
事
例
も
あ
り
、

今
回
新
た
に
、
公
会
堂
・
楠

風
館
・
み
ゆ
き
球
場
な
ど
６

カ
所
に
増
設
さ
れ
る
。
既
設

置
分
も
含
め
27
台
と
な
る
。

問

今
回
の
補
助
金
対
象
と

な
る
自
治
公
民
館
は
。

い
じ
め
問
題
発
生

防
止
に

６
億
円

合
併
振
興
基
金
積
立

２
１
７
万
円

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
と
し
て

80
万
円

自
治
公
民
館

新
築
・
改
修
補
助
金

問 答問 答

問

答問答問

答

答

大
牟
田
公
民
館
、
牛
坂

公
民
館
、
上
岩
屋
公
民
館
の

３
公
民
館
で
あ
る
。

問

補
助
金
の
内
訳
は
。

答

大
牟
田
公
民
館
の
ト
イ

レ
改
修
、
牛
坂
公
民
館
の
網

戸
取
り
付
け
、
上
岩
屋
公
民

館
の
屋
根
瓦
替
え
と
雨
漏
り

修
繕
に
使
わ
れ
る
。

問

補
助
金
交
付
の
目
的
は
。

答

地
域
の
拠
点
と
な
る
自

治
公
民
館
を
有
効
活
用
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
補
助
金
を
交
付
す
る
。

問

答問答問答

7億8512万円を補正
一般会計総額で140億2342万円に

▲改修される上岩屋公民館
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問

な
ぜ
こ
の
事
業
を
行
う

の
か
。

答

源
泉
所
有
者
会
議
で
嬉

野
温
泉
全
体
の
ピ
ー
ク
時
に

お
け
る
揚
湯
量
と
使
用
量
を

早
急
に
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
要
請
を
受
け
た
。

問

事
業
の
内
容
は
。

答

今
年
の
12
月
か
ら
１
月

に
か
け
て
４
カ
所
の
源
泉
を

調
査
す
る
。

問

事
業
の
目
的
と
効
果
は

答

源
泉
の
維
持
管
理
に
係

問

当
初
予
算
で
５
０
６
９

万
円
、
６
月
補
正
で
１
８
５

３
万
円
、
さ
ら
に
９
月
の
追

加
補
正
で
３
２
３
４
万
円
が

あ
り
、
合
計
で
１
億
円
を
超

え
る
事
業
に
な
っ
た
が
。

答

こ
の
事
業
は
県
の
事
業

で
23
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で

予
定
さ
れ
て
い
る
。
嬉
野
市

も
こ
れ
に
上
乗
せ
し
て
助
成

金
を
出
し
て
い
る
。
予
想
以

上
に
好
評
で
申
し
込
み
が
殺

到
し
予
算
が
不
足
し
た
。
県

は
今
回
も
次
年
度
分
を
さ
ら

に
前
倒
し
て
予
算
計
上
が
な

さ
れ
た
。

問

今
回
は
ど
ん
な
方
法
で

い
つ
頃
受
け
付
け
る
の
か
。

答

前
回
同
様
、
工
事
の
施

主
ご
と
に
受
け
付
け
る
。
11

月
に
は
工
事
に
入
れ
る
よ
う

に
し
た
い
。

問

来
年
度
も
こ
の
事
業
は

継
続
す
る
の
か
。

答

県
の
基
金
も
底
を
つ
い

て
い
る
の
で
、
未
定
の
よ
う

だ
。

問

事
業
の
内
容
は
。

答

70
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
に
運
転
免
許
証
自
主
返

納
を
推
進
す
る
た
め
、
住
民

基
本
カ
ー
ド
や
運
転
経
歴
証

明
書
の
交
付
申
請
の
補
助
や

タ
ク
シ
ー
券
を
補
助
す
る
。

問

ど
う
し
て
免
許
証
の
返

納
を
支
援
す
る
の
か
。

答

最
近
、
高
齢
者
の
車
で

の
事
故
が
増
え
て
い
る
か
ら

だ
。

問

車
の
運
転
が
で
き
な
け

れ
ば
困
ら
れ
る
高
齢
者
の
方

も
お
ら
れ
る
の
で
は
。

答

確
か
に
そ
う
だ
が
安
全

に
は
変
え
ら
れ
な
い
。
個
人

差
も
あ
る
の
で
一
概
に
言
え

な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
車
の

運
転
に
支
障
や
不
安
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
方
を
対
象
に
し

て
い
る
。

問

事
業
の
目
的
は
。

答

平
成
25
年
度
に
高
校
総

体
な
ぎ
な
た
大
会
が
嬉
野
市

体
育
館
で
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
ア
リ
ー
ナ
の
床
の
傷
み

が
指
摘
さ
れ
事
前
に
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
。

問

工
事
の
内
容
は
。

答

体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
の

床
を
研
磨
・
ウ
レ
タ
ン
塗
装

及
び
競
技
コ
ー
ト
の
ラ
イ
ン

設
置
で
あ
る
。

問

工
事
は
い
つ
始
め
る
の

か
。

答

体
育
館
の
利
用
が
少
な

い
１
月
か
ら
３
月
の
一
定
期

間
を
考
え
て
い
る
。

問

こ
れ
ま
で
と
は
ど
う
変

わ
る
の
か
。

答

現
在
、
塩
田
地
区
は
保

育
園
で
学
童
保
育
を
行
な
っ

て
い
る
が
、
来
年
度
か
ら
各

小
学
校
の
教
室
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

問

そ
れ
は
ど
う
し
て
か
。

答

学
校
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ

ま
で
の
距
離
が
長
く
、
保
安

や
安
全
面
に
非
常
に
不
安
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。

問

こ
の
予
算
の
内
容
は
。

答

塩
田
小
・
久
間
小
・
五

町
田
小
・
谷
所
分
校
に
学
童

保
育
の
各
教
室
を
設
置
す
る

工
事
を
行
う
も
の
だ
。

問

工
事
の
内
容
は
。

答

空
き
教
室
を
仕
切
り
、

学
童
保
育
専
用
に
改
修
す
る
。

▲早く進めたい集中管理（源湯）

３
２
３
４
万
円

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

緊
急
助
成
で

３
５
７
万
円

温
泉
水
位

観
測
業
務
と
し
て

19
万
円

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
に

３
１
５
万
円

嬉
野
市
体
育
館

床
改
修
工
事
と
し
て

１
０
０
４
万
円

学
童
保
育
室
設
置
で

（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
）

問答

問答問答

問答

問答

問答問答

問答問答

問答問答問答

問

答 問答 問答 問 答

る
啓
蒙
・
啓
発
に
役
立
て
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
今
後
の

源
泉
集
中
管
理
の
推
進
を
図

る
。

その他の補正予算

項 目 金額

強い農業づくり交付金事業 4261万円

花立水路改修 6145万円

“進”魅力ある学校づくり推進事業 45万円

茶業大会報奨金 37万円

特別支援教育支援員配置事業 326万円

森林を守る交付金事業 174万円

塩田中テニスコート改修工事 247万円

社会体育館農業集落排水接続工事 270万円

学校給食センター運営委員会委員 42万円
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景観条例で討論

空
き
家
条
例
を制

定

こ
の
条
例
は
、
空
き
家
等

を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
に

よ
り
、
倒
壊
等
で
の
事
故
犯

罪
や
火
災
等
を
未
然
に
防
止

し
、
地
域
環
境
の
保
全
や
市

民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
維
持

す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
。

指
導
や
勧
告
、
命
令
等
も

定
め
て
お
り
、
そ
れ
に
著
し

く
反
す
る
場
合
は
、
行
政
代

執
行
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

い
じ
め
問
題
等

発
生
防
止
支
援

委
員
会
設
置
条
例

市
内
小
中
学
校
に
お
い
て

い
じ
め
や
暴
力
等
の
問
題
行

動
に
関
し
、
専
門
的
な
立
場

か
ら
検
討
・
改
善
を
図
る
た

め
の
支
援
委
員
会
を
設
置
す

る
。
委
員
会
は
、
い
じ
め
問

題
に
関
し
嬉
野
市
教
育
委
員

会
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
調
査

審
議
し
適
切
な
指
導
や
助
言

を
行
う
。

合
併
振
興
基
金
を

条
例
制
定

合
併
特
例
債
を
基
金
と
し

て
積
み
立
て
る
た
め
に
条
例

制
定
さ
れ
た
。

合
併
に
よ
る
効
果
の
一
つ

今
議
会
に
お
い
て
条
例
制

定
が
４
議
案
、
一
部
改
正
が

３
議
案
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ

も
可
決
成
立
し
た
。

景
観
条
例
に
つ
い
て
は
平

成
22
年
６
月
議
会
に
お
い
て

否
決
。
今
回
、
再
提
出
と
な

り
、
賛
成
多
数
で
可
決
成
立

し
た
。

反
対
・
賛
成
討
論
に
つ
い

て
は
掲
載
の
と
お
り
で
あ
る
。

景
観
条
例
の
趣
旨
に
は
賛

同
す
る
が
、
問
題
点
が
あ
る
。

１
・
前
回
提
案
か
ら
２
年
３

カ
月
の
間
に
説
明
会
は
６

回
で
、
参
加
人
数
は
96
人

で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
市

民
へ
の
充
分
な
説
明
が
な

さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

２
・
条
例
な
ら
び
に
景
観
計

画
で
は
、
小
さ
な
項
目
も

規
制
さ
れ
て
い
る
。
市
民

が
条
例
や
景
観
計
画
を
熟

知
せ
ず
施
行
さ
れ
た
場
合

の
対
応
が
明
確
化
さ
れ
て

お
ら
ず
、
混
乱
を
お
こ
す

場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

３
・
景
観
保
全
の
た
め
に
、

市
民
の
財
産
を
規
制
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
市
内
全
域

の
対
象
で
は
な
く
、
最
初

は
一
部
の
地
域
に
限
定
し
、

市
民
の
景
観
に
関
す
る
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
対

象
地
域
を
拡
大
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
反

対
す
る
。

一部の地域から始め、
理解と協力を拡大すべき

一体的な街並み整備が
不可欠

と
し
て
地
域
振
興
を
図
る
た

め
の
事
業
に
要
す
る
財
源
に

充
当
す
る
。

基
金
を
積
み
立
て
そ
の
運

用
益
を
活
用
す
る
が
、
市
長

が
必
要
性
を
認
め
た
と
き
は

基
金
の
処
分
を
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

賛成 反対

山口 要議員 神近勝彦 議員

平
成
17
年
に
景
観
法
が
施

行
さ
れ
、
本
年
で
早
や
７
年

の
歳
月
が
経
過
し
た
。
そ
の

間
、
景
観
行
政
を
実
施
す
る

団
体
は
全
国
で
５
５
７
団
体

と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
条
例

や
計
画
を
制
定
し
た
先
進
地

の
事
例
で
は
、
地
域
の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
り
、

観
光
客
や
居
住
者
の
希
望
者

が
増
え
る
と
い
う
効
果
も
生

ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
観
光

立
市
を
標
榜
す
る
嬉
野
と
し

て
も
、
条
例
を
基
に
し
た
一

体
的
な
街
並
み
整
備
は
不
可

欠
で
あ
る
。
本
市
の
緑
豊
か

な
自
然
景
観
や
歴
史
的
町
並

み
景
観
を
、
市
民
の
共
有
財

産
と
し
て
守
り
、
育
て
、
地

域
の
魅
力
や
個
人
の
創
出
を

図
り
な
が
ら
、
嬉
野
ら
し
い

良
好
な
景
観
を
将
来
へ
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
は
私
達
の

使
命
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

も
景
観
条
例
の
制
定
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
。
前
回
の
否

決
と
い
う
結
果
を
繰
り
返
す

と
、
子
孫
に
大
き
な
禍
根
を

残
す
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え

て
賛
成
の
立
場
を
表
明
す
る
。

▲嬉野市の未来を描く計画
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議案の賛否どう判断
賛 否 表 ○は賛成 ●は反対

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第66号

議 案 番 号 議 案 名

嬉野市空き家等適正管理に関する条例に
ついて
嬉野市合併振興基金条例について

嬉野市景観条例について

平成24年度嬉野市一般会計補正予算（第４号）

嬉野市平成24年度嬉野市国民健康保険特別会
計補正予算（第２号）
平成24年度水道事業会計補正予算（第１号）

平成23年度嬉野市一般会計歳入歳出決算認定
について
嬉野市いじめ問題等発生防止支援委員会設置
条例について

山
口

要

平
野

昭
義

西
村

信
夫

田
口

好
秋

神
近

勝
彦

織
田

菊
男

田
中

政
司

副
島

孝
裕

園
田

浩
之

梶
原

睦
也

大
島

恒
典

小
田

寛
之

山
口

政
人

山
下

芳
郎

田
中
平
一
郎

山
口

忠
孝

辻

浩
一

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

み
ゆ
き
ド
ー
ム
の
使
用
料

を
設
定

防
災
無
線
が
デ
ジ
タ
ル
に

防
災
行
政
無
線
の
整
備
が

今
年
度
か
ら
３
年
か
け
て
約

９
億
５
千
万
円
の
予
算
で
計

画
さ
れ
、
今
回
指
名
競
争
入

札
の
結
果
５
億
６
７
０
０
万

円
で
佐
賀
市
の
業
者
が
落
札

し
た
。

現
在
の
防
災
行
政
無
線
は

旧
町
ご
と
に
運
営
さ
れ
て
お

り
い
ず
れ
も
ア
ナ
ロ
グ
波
に

よ
る
通
信
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
デ
ジ
タ
ル
対
応
化

す
る
こ
と
で
、
市
民
へ
の
防

み
ゆ
き
ド
ー
ム
が
11
月
１

日
オ
ー
プ
ン
す
る
の
に
伴
い
、

使
用
料
や
利
用
時
間
を
定
め

る
た
め
に
嬉
野
都
市
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

災
情
報
の
み
な
ら
ず
防
犯
や

交
通
安
全
・
市
民
生
活
・
行

事
等
の
情
報
伝
達
が
よ
り
向

上
す
る
。

み
ゆ
き
ド
ー
ム
の
建
設
工

事
請
負
契
約
を
変
更

防
災
行
政
無
線
施
設
（
デ

ジ
タ
ル
同
報
系
）
整
備
工
事

請
負
契
約
を
締
結

最
終
の
仕
上
げ
の
段
階
で

排
水
溝
や
グ
ラ
ン
ド
を
真
砂

土
で
舗
装
す
る
な
ど
の
追
加

工
事
が
発
生
し
た
。

当
初
の
工
事
請
負
契
約
金

額
２
億
７
千
万
円
に
２
３
９

９
万
円
を
追
加
し
て
２
億
９

３
９
９
万
円
に
な
っ
た
。

塩
田
小
耐
震
補
強
工
事
請

負
契
約
を
変
更

工
事
設
計
の
一
部
変
更
に

伴
い
、
当
初
の
契
約
金
額
１

億
３
８
９
１
万
円
に
１
５
２

７
万
円
を
追
加
し
、
総
額
１

億
５
４
１
８
万
円
と
な
っ
た
。

工
事
の
主
な
変
更
箇
所
は

一
部
崩
落
し
て
危
険
な
状
態

に
あ
る
軒
裏
部
の
補
修
と
照

明
器
具
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
変

更
。
ま
た
、
工
期
も
10
月
31

日
ま
で
延
長
に
な
っ
た
。

▲緊急時に必要な防災無線

使用料 照明設備

区分 １時間 １時間 利用時間 納期

につき につき

学生 250円

一般 500円
200円 許可の際

みゆきドーム使用料

議

長

代

行

の

た

め

退
席

監
査

※備考 「学生」とは、高校
生以下とする。

午前８時
から
午後９時
30分まで

（ ）（ ）



請
願
・
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見
書

陳

情
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９
月
定
例
議
会
に
請
願
２

件
、
陳
情
11
件
が
提
出
さ
れ
、

請
願
は
委
員
会
付
託
を
し
、

慎
重
な
審
議
を
行
っ
た
。
本

議
会
で
の
委
員
長
報
告
並
び

に
、
請
願
２
件
の
意
見
書
に

加
え
議
員
発
議
で
１
件
の
意

見
書
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
な

審
議
を
行
っ
た
結
果
、
全
会

一
致
で
採
択
し
た
。

平成14年、北朝鮮は日

本人の拉致を認め５人の被

害者を帰国させたが、それ

以降、家族の帰還以外は全

くの進展はない。

拉致問題はわが国に対す

る重大な主権侵害であり許

しがたい人権侵害であるこ

とはいうまでもない。政府

は全精力を傾けて全ての拉

致被害者を早急に救出する

よう強く求める。

豊かな人間性を備えた創造的

な人材を育成する上で義務教育

水準の維持向上を図ることが重

要である。小学校の第２学年か

ら第６学年まで及び中学校に係

る学級編制の基準を順次改定す

るとともに、安定した財源の確

保に努めること。教育の機会均

等と教育水準の維持向上のた

め、義務教育費国庫負担制度を

堅持するとともに、国庫負担を

２分の１に復元すること。

地方交付税の総額確保と小規

模自冶体に配慮した再配分機能

の強化。国税５税の法定率の改

善、社会保障分野の単位費用の

改善、国の直轄事業負担金見直

し、医療介護・子育て支援分野

の人材確保、少子・高齢者に対

応した一般行政経費の充実、農

林水産業の再興、環境対策など、

今後増大する財政需要を的確に

取り入れ2013年度地方財政計

画を策定すること。

教育予算の拡充を求める意見書地方財政の充実・強化を求める意見書

請願者 嬉野市教組請願者 自冶労佐賀県本部

北朝鮮による日本人拉致被
害者の救出を求める意見書

陳 情

▲改良したい宮の元・山口線

陳情の要旨

九州における震災がれき処理につ
いて

新幹線長崎ルート俵坂トンネル西
工区の地下湧水に関する陳情

嬉野市発注の公共工事に使用する
生コンクリートの地元業者優先使
用に関する陳情

大野原地区の三丁橋拡幅工事に伴
う陳情

市道宮の元・山口線の道路改良に
関する陳情

婦人会活動に対しての助成金につ
いて

貴議会での拉致問題意見書決議可
決に関する陳情

嬉野市学校給食センター統合計画
の見直しについて

国道498号線に係る右折車線と蓋
設置について

地球社会建設決議に関する陳情

陳 情 者

東京都杉並区 菅原夏実

下岩屋一区 区長 田中哲義
下岩屋二区 区長 森山健
下岩屋三区 区長 山口正信
上岩屋区 区長 田中要次郎

嬉野市商工会 会長 小原健史
株式会社納所運輸 代表取締役鹿島英美
株式会社西村組 代表取締役西村博

大野原区長 前田勝義
他９名

谷所大区長・谷所振興会 会長 福市喜久春
他10名

嬉野地区地域婦人会 会長 辻田和子

北朝鮮に拉致された日本人を救出する
佐賀の会設立準備会 代表 大島一政

嬉野市商工会 会長 小原健史
学校給食納入組合 組合長 小林盛也
五町田小学校PTA 会長 吉田謙太郎
久間小学校PTA 会長 光武智彦
塩田小学校PTA 会長 田中真仁
塩田中学校PTA 会長 田中豊樹

南下久間地域新振興協議会 会長 村岡保昭

神奈川県横浜市 荒木實
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７
月
17
日
に
第
２
回
臨
時

議
会
を
開
催
し
、
１
０
７
０

万
円
の
補
正
予
算
が
計
上
さ

れ
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

内
容
は
、
９
月
か
ら
新
し

く
切
り
替
わ
る
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
に
４
７
３
万

円
、
み
ゆ
き
ド
ー
ム
の
落
成

式
に
２
０
８
万
円
、
そ
の
記

念
イ
ベ
ン
ト
「
九
州
フ
ラ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
嬉
野

温
泉
」
開
催
に
３
８
９
万
円

の
予
算
で
あ
る
。

み
ゆ
き
ド
ー
ム
の
落
成
式

典
と
併
せ
て
「
フ
ラ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
実
施
し

新
施
設
の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を

図
る
と
と
も
に
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
及
び
観
光
の
振
興
を
行

い
、
嬉
野
温
泉
の
来
客
数
の

増
加
を
目
指
す
。

約
80
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
や
本
場
ハ
ワ
イ
か
ら
の
豪

華
ゲ
ス
ト
の
出
演
で
来
場
数

５
千
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

み
ゆ
き
ド
ー
ム
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
に

フ
ラ
ダ
ン
ス
大
会
を
開
催

▲完成したみゆきドーム

人
権
擁
護
委
員
の
中
山
肇

氏
の
退
任
に
伴
い
、
筒
井
幸

治
氏
（
64
歳
―
塩
田
町
大
字

馬
場
下
）
を
市
長
が
推
薦
す

る
た
め
議
会
に
提
案
さ
れ
た
。

こ
れ
に
議
会
と
し
て
全
会

一
致
で
適
任
と
認
め
た
。

人
権
擁
護
委
員

に
推
薦

・インターネット中継・録画放映
・有線テレビ放映
（放映については議会事務局にお尋ねください）

おおおお茶茶茶茶のののの間間間間でででで議議議議会会会会をををを

次ページは
一般質問

9月議会

市
政
を

問
う

フ
ラ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
計
画
よ
り

財
源
棯
出
に
努
力
せ
よ

答
児
童
数
の
減
少
に
よ
る
経
費
削
減
を
理
解
さ
れ
た
い

平
野
昭
義
議
員

給 食センターの統合は
やるべきでない

答 統合にご理解をいただきたい
山口政人 議員

山
口

７
月
に
開
催
さ
れ
た

「
議
員
と
か
た
ろ
う
会
」
で
、

塩
田
地
区
の
全
会
場
で
塩
田

の
給
食
セ
ン
タ
ー
廃
止
に
対

し
反
対
意
見
が
出
た
が
、
ど

う
対
処
す
る
の
か
。

市
長

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
る
が
、
嬉
野
市
の
健
全
経

営
に
向
け
、
安
全
・
安
心
の

給
食
を
継
続
す
る
た
め
必
要

な
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

教
育
長

経
費
の
削
減
、
事

務
の
合
理
化
な
ど
必
要
な
の

で
、
統
合
の
計
画
を
進
め
て

い
き
た
い
。

山
口

今
後
、
５
年
間
で
４

千
万
円
の
節
減
と
い
う
が
、

嬉
野
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
修

費
が
増
え
れ
ば
、
節
減
額
は

ゼ
ロ
に
な
る
可
能
性
だ
っ
て

あ
る
。
塩
田
町
民
の
こ
う
い

っ
た
反
対
の
声
は
一
部
の
声

で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
統
合

す
る
の
か
。

市
長

子
ど
も
た
ち
に
継
続

的
に
安
全
・
安
心
の
給
食
を

提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。
い

ろ
ん
な
課
題
が
あ
る
が
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

山
口

と
て
も
理
解
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。
反
対
意
見

が
多
い
中
、
統
合
を
強
行
す

る
と
塩
田
町
民
の
市
に
対
す

る
物
の
見
方
、
考
え
方
が
変

わ
っ
て
く
る
。
そ
の
デ
メ
リ

平
野

６
月
・
９
月
議
会
で

計
画
に
反
対
意
見
を
数
名
の

議
員
が
質
問
し
た
。
７
月
に

開
か
れ
た
「
議
員
と
か
た
ろ

う
会
」
で
も
塩
田
町
の
４
会

場
で
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
商
工
会
・
学
校

保
護
者
会
・
塩
田
町
納
入
組

合
か
ら
も
陳
情
書
が
提
出
さ

れ
、
反
対
運
動
が
動
き
出
し

て
い
る
。

建
設
か
ら
わ
ず
か
９
年
、

建
設
費
は
３
億
６
千
万
円
の

血
税
が
出
費
さ
れ
て
い
る
。

市
民
が
納
得
す
る
血
の
通
っ

た
行
政
運
営
を
す
べ
き
だ
。

市
民
の
多
く
は
計
画
か
ら
削

除
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る

が
。

市
長

行
財
政
計
画
の
中
で

統
合
の
計
画
は
承
認
を
い
た

だ
き
、
少
子
化
が
進
む
今
日

当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

経
費
削
減
や
事
務

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
喫

緊
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

平
野

統
合
し
た
場
合
、
１

番
遠
い
久
間
小
学
校
ま
で
16

㌔
に
な
り
、
配
送
に
30
分
か

か
る
。
災
害
や
食
中
毒
が
発

生
し
た
場
合
な
ど
を
町
民
は

心
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

統
合
に
よ
る
経
費
削
減
は
、

年
間
８
０
０
万
円
と
聞
い
て

い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
一
般

会
計
１
３
０
億
円
の
事
業
運

営
の
中
で
捻
出
す
る
努
力
を

す
べ
き
で
あ
り
、
他
に
も
少

子
化
の
改
善
策
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

市
長

金
額
の
大
小
は
も
ち

ろ
ん
あ
る
が
、
積
み
重
ね
る

中
で
、
将
来
の
嬉
野
市
の
発

展
に
帰
す
る
の
が
責
務
だ
と

思
う
。

平
野

行
政
改
革
で
、
例
え

ば
２
つ
の
課
を
部
長
に
兼
務

さ
せ
れ
ば
人
件
費
も
浮
く
し
、

節
減
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

合
併
以
来
、
兼
務
職

は
再
三
行
っ
て
い
る
。
必
要

が
あ
れ
ば
取
り
組
み
た
い
。

結
婚
支
援
課
の
状
況
は

平
野

各
戸
に
チ
ラ
シ
を
配

布
し
て
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
は
。

地
域
づ
く
り
・
結
婚
支
援
課
長

事
前
に
研
修
も
受
け
、
カ
ッ

プ
ル
成
立
を
目
指
す
こ
と
で

募
集
し
て
い
る
が
、
参
加
者

が
少
な
い
。
登
録
者
は
75
名

で
あ
る
。

平
野

市
内
の
登
録
者
数
は
。

地
域
づ
く
り
・
結
婚
支
援
課
長

市
内
が
60
名
で
、
男
性
が
41

名
、
女
性
19
名
と
な
っ
て
い

る
。

平
野

平
野

平
野

平
野

平
野

市
長

市
長

市
長

教
育
長

地
域
づ
く
り
・
結
婚
支
援
課
長

地
域
づ
く
り
・
結
婚
支
援
課
長

▲存続してほしい塩田給食センター

山
口

教
育
長

市
長

市
長

山
口

山
口



い
っ
ぱ
ん
質
問

13

▲グランドゴルフに興じる市民

▲美味しい給食づくりに励む職員

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
は

十
分
で
き
て
い
る
か

山
口
忠
孝
議
員

ッ
ト
が
経
費
節
減
よ
り
は
る

か
に
大
き
い
。
統
合
は
す
べ

き
で
な
い
。

市
長

少
子
化
の
流
れ
の
中

で
、
安
全
な
給
食
を
確
保
し

て
い
く
努
力
を
し
て
い
る
の

で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

下
水
道
の
未
整
備
地
区
に

つ
い
て

山
口

上
久
間
地
区
を
除
く

久
間
地
区
、
大
草
野
地
区
、

嬉
野
の
公
共
下
水
道
地
区
外

の
工
事
着
手
は
い
つ
に
な
る

の
か
。

市
長

現
在
、
下
水
道
審
議

会
で
検
討
し
て
い
る
。
平
成

25
年
度
か
ら
整
備
計
画
に
着

手
し
、
27
年
ご
ろ
か
ら
工
事

開
始
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

山
口

計
画
の
よ
う
に
着
工

し
て
、
本
当
に
29
年
度
供
用

開
始
で
き
る
の
か
。

市
長

国
・
県
の
事
業
に
乗

せ
て
実
施
し
て
い
る
の
で
、

年
月
は
か
か
る
が
そ
れ
を
短

く
し
て
い
く
努
力
を
し
て
い

る
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

山
口

芝
の
管
理
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。

市
長

み
ゆ
き
公
園
の
管
理

職
員
が
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
員
の

（
以
下
協
会
員
と
略
）方
々
に

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て

も
ら
い
感
謝
し
て
い
る
。

山
口

雑
草
が
生
い
茂
っ
て

い
る
所
が
一
部
あ
る
が
、
対

策
は
や
っ
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長

薬
剤
を
使
わ
ず

人
手
に
頼
っ
て
雑
草
を
取
っ

て
い
る
。
協
会
員
の
方
々
に

も
時
々
草
取
り
を
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

山
口

芝
の
育
成
の
た
め
に

芽
が
出
る
期
間
を
利
用
休
止

に
し
た
ら
ど
う
か
。

財
政
課
長

芝
の
育
成
と
利

用
の
面
な
ど
協
会
員
の
方
々

と
も
話
し
合
い
検
討
し
て
み

た
い
。

山
口

東
側
の
水
路
を
暗
渠

に
し
て
広
く
し
て
も
ら
い
た

い
と
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
た
と
思
う
が
。

財
政
課
長

水
利
権
が
あ
る

下
宿
区
と
協
議
し
た
が
、
賛

意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

山
口

管
理
運
営
に
は
経
費

が
か
か
る
。
そ
の
た
め
利
用

料
金
を
少
し
値
上
げ
し
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。

財
政
課
長

現
在
、
他
の
施

設
等
も
考
慮
し
内
部
で
検
討

し
て
い
る
。

山
口

市
内
に
限
ら
ず
市
外

か
ら
の
観
光
客
の
方
も
た
く

さ
ん
利
用
さ
れ
人
気
が
あ
る
。

手
入
れ
も
大
変
だ
ろ
う
が
よ

り
よ
い
運
営
を
し
て
欲
し
い
。

財
政
課
長

今
後
も
協
会
の

方
と
密
に
連
絡
を
と
り
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
に
し
て
い
き
た
い
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か

し
た
街
づ
く
り
を

山
口

市
役
所
な
ど
公
共
施

設
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
し

た
ら
ど
う
か
。

市
長

公
共
下
水
処
理
場
等

に
設
置
し
て
い
る
が
、
今
後

も
検
討
し
て
み
た
い
。

山
口

今
夏
、
市
内
の
小
中

学
校
の
各
教
室
に
エ
ア
コ
ン

が
設
置
さ
れ
た
。
学
校
こ
そ

太
陽
光
発
電
を
設
置
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
長

教
育
的
効
果
も
期

待
で
き
る
の
で
、
設
置
費
用

等
も
含
め
研
究
検
討
し
て
み

た
い
。

山
口

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
か
し
た
街
づ
く
り
は
、
こ

れ
か
ら
重
要
な
視
点
に
な
る

し
、
新
し
い
観
光
資
源
と
し

て
生
か
せ
る
と
思
う
が
。

市
長

前
向
き
に
取
り
組
ん

で
み
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
つ
い
て

・
水
資
源
の
確
保
に
つ

い
て

答
協
会
員
の
方
々
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る

山
口

山
口

市
長

市
長

市
長

山
口

山
口

山
口

山
口

山
口

山
口

山
口

市
長

財
政
課
長

財
政
課
長

財
政
課
長

財
政
課
長

財
政
課
長

山
口

市
長

山
口

市
長

教
育
長
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神
近

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
、
住
民
票
な
ど
の
証

明
書
を
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
収
得
で
き
る

シ
ス
テ
ム
が
、
全
国
で
46
団

体
、
今
年
度
中
に
は
57
団
体

が
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
嬉
野
市
で
も
参
加
す

べ
き
と
思
う
が
。

市
長

以
前
、
検
討
し
た
時

は
、
電
算
セ
ン
タ
ー
の
事
業

時
間
や
費
用
な
ど
の
問
題
が

あ
っ
た
が
、
再
度
検
討
し
て

み
た
い
。
参
加
団
体
が
増
え

て
く
る
と
負
担
も
軽
減
さ
れ

る
の
で
、
前
向
き
に
取
り
組

み
た
い
。

神
近

電
算
セ
ン
タ
ー
を
含

め
た
形
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
か
考
え
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ

る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
考
え

れ
ば
、
朝
６
時
半
か
ら
夜
11

時
ま
で
、
日
曜
祭
日
関
係
な

し
に
収
得
で
き
る
こ
と
は
利

点
で
あ
る
。

市
長

嬉
野
市
か
ら
情
報
発

信
し
、
杵
藤
地
区
で
取
り
組

め
ば
お
互
い
助
か
る
と
思
う
。

地
域
自
主
組
織
活
動
に

つ
い
て

神
近

島
根
県
雲
南
市
を
調

査
し
た
が
、そ
の
な
か
で「
集

落
支
援
員
制
度
」
と
い
う
も

の
が
あ
っ
た
。
地
域
に
１
名

か
ら
３
名
の
支
援
員
を
置
き
、

地
域
の
点
検
、
企
画
、
実
施

な
ど
を
行
っ
て
い
く
活
動
で

あ
る
。
嬉
野
市
の
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
も
こ
の
制
度
を

梶
原

部
活
動
の
位
置
づ
け

は
。

教
育
長

部
活
動
は
教
育
課

程
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

梶
原

部
活
動
中
の
事
故
に

つ
い
て
責
任
の
所
在
は
ど
こ

に
な
る
か
。

教
育
長

最
終
的
に
は
学
校

長
が
責
任
を
と
る
。

梶
原

部
活
動
費
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

教
育
長

生
徒
会
費
の
中
か

ら
部
活
動
費
と
い
う
形
で
出

し
て
い
る
。

梶
原

部
活
動
費
に
つ
い
て

は
足
り
て
い
る
と
思
う
か
。

教
育
長

嬉
野
市
は
中
体
連

に
つ
い
て
は
全
額
、
補
欠
選

手
を
含
め
外
部
指
導
者
ま
で

遠
征
費
を
つ
け
て
も
ら
っ
て

お
り
、
今
の
と
こ
ろ
特
段
の

配
慮
は
必
要
で
は
な
い
。
た

だ
、
吹
奏
楽
部
の
楽
器
等
は

高
価
な
も
の
な
の
で
、
市
の

予
算
を
見
な
が
ら
お
願
い
し

た
い
。

梶
原

嬉
野
中
の
吹
奏
楽
部

は
長
い
伝
統
も
あ
り
、
市
の

行
事
等
で
も
活
躍
い
た
だ
い

て
い
る
。
楽
器
に
つ
い
て
は

修
理
を
繰
り
返
し
な
が
ら
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
部
費
で

は
足
り
な
い
の
で
自
分
た
ち

で
積
立
を
し
て
賄
っ
て
い
る

状
態
だ
。
吹
奏
楽
部
に
限
ら

ず
他
の
部
活
動
で
も
同
じ
よ

う
な
状
況
が
あ
る
と
思
う
が

市
長
の
考
え
は
。

市
長

３
年
前
だ
と
思
う
が

県
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
嬉
野

中
、
塩
田
中
が
１
番
、
２
番

を
占
め
た
こ
と
が
あ
り
非
常

に
話
題
と
な
っ
た
。
一
生
懸

命
子
ど
も
た
ち
は
頑
張
っ
て

い
る
と
思
う
の
で
予
算
を
付

け
る
努
力
は
し
て
い
き
た
い
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

梶
原

東
日
本
大
震
災
を
受

け
て
、
嬉
野
市
の
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
は
行
わ
れ
た

の
か
。

市
長

市
内
全
般
の
防
災
計

画
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
、
す
で
に
最
終
段
階

と
な
っ
て
い
る
。

梶
原

昨
年
６
月
議
会
で
導

入
要
請
し
た
被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

市
長

早
急
に
調
べ
対
応
す

る
。

梶
原

地
域
防
災
会
議
の
メ

ン
バ
ー
に
女
性
は
い
る
か
。

総
務
課
長

１
人
も
い
な
い
。

梶
原

東
日
本
大
震
災
の
経

験
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
で

は
な
い
か
。
防
災
に
つ
い
て

は
万
全
の
対
策
を
要
望
す
る
。

市
長

防
災
対
策
は
全
般
的

に
努
力
を
継
続
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

コンビニで証明書発行を

答 前向きに取り組みたい
神近勝彦 議員

ク
ラ
ブ
活
動
費
は

足
り
て
い
る
か

答
予
算
を
つ
け
る
努
力
を
す
る

梶
原
睦
也
議
員

▲練習に励む吹奏楽部員（嬉野中学校）

神
近

神
近

神
近

市
長

市
長

梶
原

梶
原

梶
原

梶
原

梶
原

市
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

梶
原

市
長

梶
原

市
長

総
務
課
長

市
長

梶
原

梶
原
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取
り
組
ん
で
地
域
の
活
性
化

を
図
る
べ
き
と
思
う
。

市
長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
は
、
最
初
か
ら
担
当
職
員

を
つ
け
る
と
約
束
し
て
い
た
。

課
題
は
あ
る
が
、
こ
の
地
域

支
援
員
と
同
じ
よ
う
な
形
で

担
当
職
員
を
配
置
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

神
近

職
員
を
配
置
す
る
こ

と
に
は
反
対
で
あ
る
。
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

と
い
う
意
識
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
。
轟
・
嬉
野
校
区
は

エ
リ
ア
が
広
す
ぎ
る
。
こ
こ

に
重
点
的
に
配
置
す
れ
ば
、

機
能
が
よ
く
な
っ
て
い
く
と

思
う
。

市
長

提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
き
め
細
か
な
範
囲
で
活

動
が
充
実
す
る
よ
う
に
一
緒

に
努
力
を
し
た
い
。

公
共
施
設
に
民
間
の

広
告
を

神
近

今
度
オ
ー
プ
ン
す
る

み
ゆ
き
公
園
の
多
目
的
全
天

候
型
施
設
や
社
会
文
化
会
館

に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
公

募
を
行
い
、
少
し
で
も
収
入

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

市
長

経
費
節
減
の
一
助
に

な
る
と
思
う
。
社
会
文
化
会

館
等
は
考
え
て
み
た
い
。

山
下

庁
舎
内
の
禁
煙
は
で

き
て
い
る
か
。

市
長

原
則
禁
煙
で
あ
る
が
、

分
煙
措
置
も
あ
り
、
受
動
喫

煙
の
被
害
も
あ
る
の
で
積
極

的
に
禁
煙
を
進
め
る
。

山
下

現
状
の
分
煙
場
所
は

吹
き
さ
ら
し
で
分
煙
が
で
き

て
い
な
い
し
、
指
定
場
所
以

外
で
も
喫
煙
し
て
い
る
の
で

徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。
分
煙

を
す
る
な
ら
受
動
被
害
が
出

な
い
分
煙
措
置
を
す
べ
き
で

あ
る
。

副
市
長

個
人
の
嗜し

好こ
う

も
あ

る
が
、
最
終
的
に
は
す
べ
て

禁
煙
に
す
べ
き
と
思
う
。

山
下

学
校
の
管
理
状
況
は
。

教
育
長

校
舎
含
め
敷
地
内

全
面
禁
煙
で
あ
り
、
生
徒
指

導
上
も
有
効
で
あ
る
。

山
下

公
園
は
分
煙
看
板
が

あ
る
が
分
煙
場
所
は
な
い
。

分
煙
が
必
要
な
ら
分
煙
場
所

を
作
る
べ
き
だ
。

市
長

公
園
も
原
則
禁
煙
と

考
え
る
の
で
、
追
加
看
板
を

設
置
す
る
。

ハ
ン
コ
決
裁
を
電
子
決
裁
へ

山
下

第
二
次
行
財
政
改
革

大
綱
が
始
ま
っ
た
が
「
電
子

自
治
体
の
推
進
」
は
最
終
年

度
の
実
施
と
な
っ
て
い
る
。

ス
ピ
ー
ド
時
代
の
中
、
足
掛

け
10
年
と
は
不
満
で
あ
る
。

保
留
理
由
の
費
用
対
効
果
と

遅
れ
る
理
由
は
。

市
長

広
域
圏
で
取
り
組
ま

な
い
と
成
果
が
出
に
く
い
。

二
重
投
資
の
課
題
も
あ
り
、

経
費
の
少
な
い
方
法
を
考
え

て
い
る
。

山
下

起
案
書
の
決
裁
や
職

員
出
勤
状
況
を
ハ
ン
コ
で
確

認
さ
れ
て
い
る
が
、
事
務
の

後
処
理
が
膨
大
で
非
効
率
で

あ
る
。
電
子
化
へ
移
行
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長

出
勤
簿
は
２
０
０
名

程
度
で
あ
り
、
費
用
面
か
ら

も
昔
流
が
確
実
で
あ
る
。

総
務
部
長

出
勤
簿
は
管
理

職
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
押
印

す
る
と
き
職
員
の
健
康
管
理

も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
、
今
の
方

が
良
い
。

新
規
の
大
型
施
設
の

愛
称
は
公
募
で

山
下

施
設
の
愛
称
は
Ｐ
Ｒ

告
知
し
、
広
く
利
用
し
て
も

ら
う
た
め
に
全
国
公
募
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長

「
み
ゆ
き
ド
ー
ム
」

は
庁
舎
内
で
決
め
た
が
、
原

則
は
公
募
で
進
め
る
。

山
下

施
設
の
予
約
は
、
税

収
と
地
元
の
経
済
効
果
を
考

慮
し
、
遠
来
の
方
を
優
先
で

き
な
い
か

市
長

条
件
は
同
じ
と
考
え

た
い
。

庁舎のタバコ禁煙は

答 積極的に禁煙を進める
山下芳郎 議員

▲証明書発行に活用したいコンビニ

▲嬉野庁舎の喫煙所

神
近

神
近

市
長

市
長

市
長

山
下

山
下

山
下

山
下

山
下

山
下

山
下

山
下

副
市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

総
務
部
長

教
育
長
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副
島

新
幹
線
駅
周
辺
整
備

は
土
地
区
画
整
理
事
業
で
進

め
ら
れ
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
長

幅
広
く
土
地
の
活
用

整
備
が
で
き
、
計
画
的
ま
ち

づ
く
り
が
推
進
で
き
る
。
整

備
の
規
模
が
大
き
く
な
り
事

業
が
長
期
に
な
る
が
、
区
画

整
理
を
経
験
さ
れ
た
地
権
者

が
多
い
の
で
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
う
。

副
島

嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー

が
新
幹
線
駅
市
街
地
側
に
移

転
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
課

題
と
対
応
は
。

市
長

嬉
野
温
泉
駅
前
の
ま

ち
づ
く
り
の
核
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
条
件
等

が
整
い
次
第
公
表
し
た
い
。

医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
て

も
、
広
範
囲
に
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
可
能
性
に
大
き

く
期
待
を
し
て
お
ら
れ
る
。

副
島

医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地

の
構
想
は
、
雇
用
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
医
療
関
係
や

将
来
性
の
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

の
資
格
取
得
の
で
き
る
教
育

施
設
の
構
想
が
一
番
ふ
さ
わ

し
い
と
思
う
が
。

市
長

温
泉
旅
館
街
に
隣
接

し
た
貴
重
な
場
所
で
あ
り
、

大
規
模
交
流
の
で
き
る
地
点

と
い
う
こ
と
で
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
機
能
施
設
や
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
教
育
）
機
能

の
学
校
施
設
等
、
幅
を
広
げ

て
計
画
を
し
て
い
き
た
い
。

副
島

新
幹
線
駅
周
辺
整
備

や
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
構
想

大
島

国
内
経
済
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
特
に

地
方
で
は
公
共
事
業
の
減
少

に
よ
る
建
設
業
の
倒
産
が
顕

著
で
あ
る
。
嬉
野
市
に
お
い

て
も
例
外
で
な
く
、
今
後
の

雇
用
情
勢
や
自
然
災
害
の
緊

急
対
応
に
も
危
惧
す
る
が
、

当
市
の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

市
長

市
と
し
て
は
積
極
的

に
社
会
資
本
整
備
を
行
っ
て

お
り
、
円
滑
に
事
業
が
行
わ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

交
付
金
事
業
に
お
い
て
は
資

格
や
等
級
が
必
要
で
あ
り
、

資
格
所
有
の
企
業
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
る
。
今
後
と
も

地
元
の
関
係
者
に
は
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
。

大
島

全
国
の
自
治
体
に
お

い
て
、
地
元
業
者
の
育
成
の

た
め
最
低
入
札
価
格
を
引
き

上
げ
る
動
き
が
進
ん
で
い
る
。

佐
賀
県
も
先
進
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま

た
入
札
予
定
価
格
の
公
表
に

つ
い
て
も
、
課
題
は
あ
る
が

今
後
検
討
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
。

副
市
長

嬉
野
市
に
お
い
て

は
適
正
な
入
札
が
行
わ
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
後

見
直
し
す
べ
き
点
が
あ
る
か

検
討
を
し
て
み
た
い
。

地
域
防
災
計
画
ど
う
す
る

大
島

昨
年
の
東
日
本
を
襲

っ
た
震
災
以
降
、
全
国
に
お

い
て
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
が
進
ん
で
い
る
。
県
内
に

お
い
て
は
電
力
業
者
と
の
地

域
安
全
協
定
の
締
結
に
向
け

た
動
き
が
あ
る
が
、
嬉
野
市

と
し
て
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

市
長

県
内
市
長
会
を
通
じ

て
要
望
し
て
い
る
。
嬉
野
と

し
て
は
原
発
立
地
自
治
体
並

み
の
締
結
を
望
ん
で
い
く
。

大
島

地
域
に
よ
り
温
度
差

が
あ
る
早
期
締
結
に
向
け
て

は
、
県
主
導
で
お
こ
な
う
べ

き
と
考
え
る
。
嬉
野
市
は
玄

海
原
発
か
ら
は
30
㎞
圏
外
で

あ
る
が
、
避
難
に
つ
い
て
は

想
定
し
て
お
く
べ
き
と
考
え

る
。
嬉
野
市
民
の
避
難
に
つ

い
て
は
地
理
的
条
件
か
ら
み

て
長
崎
県
と
の
協
議
を
進
め

る
べ
き
と
思
う
が
。

市
長

今
後
、
長
崎
県
の
皆

さ
ん
と
も
協
議
を
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
新
幹
線
沿
線

の
５
市
と
も
災
害
協
定
を
結

ん
で
い
る
の
で
協
力
い
た
だ

け
る
と
思
う
。

医療センター跡地の
構想は

答 学校施設やコンベンション施設等の組み合せを検討したい

副島孝裕 議員

最
低
入
札（
制
限
）価
格
の
見
直
し
を

答
検
討
し
て
み
た
い

大
島
恒
典
議
員

▲跡地活用が課題の医療センター

副
島

市
長

副
島

市
長

副
島

副
島

市
長

市
長

市
長

市
長

大
島

副
市
長

大
島

大
島

大
島
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は
当
市
に
と
っ
て
重
要
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、「
総
合

計
画
」
の
見
直
し
を
す
べ
き

と
思
う
が
。

市
長

新
幹
線
の
開
業
を
見

越
し
た
視
点
が
大
切
で
あ
り
、

一
部
に
つ
い
て
次
年
度
か
ら

見
直
し
を
手
掛
け
た
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
つ
い
て

副
島

自
主
防
災
組
織
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
行
政
の

指
導
が
必
要
と
思
う
が
。

市
長

将
来
の
地
域
の
存
続

を
可
能
に
す
る
の
が
自
主
防

災
組
織
で
、
行
政
と
の
緊
密

な
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
今

後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協

議
会
の
中
で
協
議
し
た
い
。

副
島

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
に
つ
い
て
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
利

用
が
で
き
る
か
。

市
長

申
請
し
、
整
備
に
つ

い
て
の
経
費
は
認
め
ら
れ
た
。

副
島

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
制
度
導

入
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

市
長

吉
田
地
区
に
つ
い
て

は
公
民
館
の
制
度
が
あ
り
、

法
的
に
可
能
か
研
究
し
た
い
。

田
中

「
議
員
と
か
た
ろ
う

会
」
が
開
催
さ
れ
、
塩
田
地

区
の
４
会
場
全
て
で
、
塩
田

の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す

る
案
を
撤
回
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
６
月

議
会
で
市
長
は
「
市
民
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
説
明

し
て
推
進
し
て
い
き
た
い
」、

ま
た
、
教
育
長
は
「
経
費
の

削
減
は
喫
緊
の
課
題
と
考
え

一
本
化
を
図
り
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で

理
解
を
求
め
ら
れ
た
の
か
。

給
食
委
員
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
区

長
会
な
ど
と
の
協
議
を
さ
れ

た
の
か
。

教
育
部
長

塩
田
と
嬉
野
の

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

の
中
で
、
経
緯
と
状
況
に
つ

い
て
は
説
明
し
て
い
る
。
そ

の
中
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
の

方
も
お
ら
れ
る
。
塩
田
地
区

の
納
入
組
合
の
方
と
の
意
見

交
換
も
行
い
、
い
ろ
ん
な
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

田
中

統
合
す
れ
ば
塩
田
の

児
童
生
徒
に
給
食
の
時
間
的

な
問
題
が
生
じ
る
の
で
は
な

い
か
。

教
育
長

温
か
い
も
の
は
冷

た
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
冷

た
い
も
の
は
冷
た
い
ま
ま
配

送
で
き
る
よ
う
に
、
配
送
時

間
や
距
離
の
問
題
は
現
在
使

っ
て
い
る
配
送
用
容
器
を
保

温
性
の
す
ぐ
れ
た
容
器
に
変

更
す
れ
ば
十
分
な
対
応
が
可

能
で
あ
る
。

田
中

も
し
食
中
毒
で
も
発

生
し
た
ら
ど
う
な
る
。
や
は

り
塩
田
と
嬉
野
に
２
つ
あ
っ

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長

食
中
毒
を
起
こ
さ
な

い
と
い
う
の
が
大
前
提
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
全
部
閉
鎖
を
し
て
、
安

全
な
給
食
を
別
の
所
か
ら
持

っ
て
き
て
で
も
給
食
事
業
を

継
続
す
る
と
い
う
こ
と
が
責

任
だ
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
長

こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
一
番
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
問
題
で
あ
り
、
年
間
を
通

じ
万
全
の
注
意
と
神
経
を
配

り
な
が
ら
対
処
し
、
食
中
毒

の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
努
力

を
行
っ
て
い
る
。
食
中
毒
の

防
止
と
安
全
・
安
心
な
給
食

の
提
供
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

毎
年
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
の

研
修
を
行
っ
て
い
る
。

田
中

現
在
の
塩
田
学
校
給

食
納
入
組
合
に
つ
い
て
は
、

も
し
統
合
と
な
る
と
今
後
ど

う
な
る
の
か
。

教
育
長

嬉
野
に
も
納
入
組

合
が
あ
っ
て
、
両
町
の
納
入

組
合
と
話
し
を
し
て
い
た
だ

き
、
納
め
る
量
は
堅
持
を
し

て
い
く
。

強
行
的
な
統
合
は
中
止
せ
よ

答
行
政
改
革
の
推
進
に
は
引
き
続
き
努
力
す
る

田
中
平
一
郎
議
員

▲入札風景

▲温かい給食配送を待つセンター車

田
中

田
中

田
中

田
中

市
長

副
島

副
島

副
島

市
長

市
長

市
長

市
長

教
育
部
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長
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辻

浄
水
場
の
原
水
は
、
何

が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

市
長

嬉
野
で
は
、
全
て
表

流
水
を
使
っ
て
い
る
。

辻

河
川
か
ら
表
流
水
を
利

用
す
る
の
は
、
規
制
が
あ
る

と
思
う
が
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

水
利

権
が
あ
り
、
許
可
を
受
け
て

水
道
に
利
用
し
て
い
る
。

辻

春
日
浄
水
場
の
取
水
口

は
何
級
河
川
な
の
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

渓
流

な
の
で
河
川
法
の
適
用
は
受

け
な
い
。

辻

支
流
・
渓
流
に
土
地
を

持
ち
取
水
を
し
て
も
、
何
ら

規
制
を
う
け
な
い
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

民
有

地
で
あ
れ
ば
所
有
者
と
の
話

と
な
る
。

辻

原
水
と
し
て
地
下
水
も

考
え
ら
れ
る
が
、
水
利
権
者

は
誰
な
の
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

水
が

出
て
い
る
所
の
地
権
者
が
水

利
権
者
に
な
る
。

辻

地
下
水
利
用
で
枯
渇
に

関
す
る
規
制
が
な
い
。
条
例

の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
の

か
。

市
長

上
位
法
が
整
備
さ
れ

な
い
と
実
効
性
が
乏
し
い
。

辻

他
の
自
治
体
で
は
売
買

報
告
や
立
入
り
調
査
権
、
ま

た
、
取
水
・
揚
水
の
口
径
の

制
限
や
勧
告
等
が
条
例
化
し

て
あ
り
、
抑
止
力
に
な
る
と

思
う
が
。

市
長

上
位
法
が
し
っ
か
り

し
な
い
と
意
味
が
な
い
。
国
、

田
中

現
在
「
嬉
野
川
恋
唄
」

や
「
嬉
野
は
恋
の
湯
の
町
情

け
町
」
な
ど
が
通
信
カ
ラ
オ

ケ
で
配
信
さ
れ
て
い
る
が
、

背
景
が
嬉
野
で
は
な
い
。
嬉

野
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
も
シ

ー
ボ
ル
ト
の
湯
や
茶
畑
、
塩

田
津
な
ど
風
情
あ
る
嬉
野
の

背
景
で
配
信
で
き
な
い
か
。

市
長

前
回
は
早
急
に
カ
ラ

オ
ケ
で
配
信
し
た
い
と
い
う

考
え
で
映
像
ま
で
の
協
議
は

で
き
な
か
っ
た
。
今
後
協
議

し
可
能
性
が
あ
れ
ば
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

田
中

ま
た
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
や
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
で
の

動
画
配
信
は
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長

可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を

田
中

ふ
る
さ
と
納
税
の
現

状
は
。

市
長

昨
年
は
大
口
の
寄
付

金
が
あ
っ
た
が
、
本
年
度
は

３
件
で
６
万
５
千
円
で
あ
り
、

今
後
も
寄
付
を
呼
び
か
け
て

い
き
た
い
。

田
中

正
月
に
シ
ー
ボ
ル
ト

の
湯
な
ど
で
、
帰
省
客
の
方

へ
Ｐ
Ｒ
す
る
考
え
は
。

市
長

ひ
と
つ
の
方
法
だ
ろ

う
と
思
う
の
で
、
今
後
は
検

討
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
に
お
茶
を

田
中

給
食
時
に
お
茶
は
。

市
長

以
前
検
討
し
た
こ
と

が
あ
る
が
、
各
教
室
で
や
か

ん
や
ポ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と

な
れ
ば
取
り
扱
い
が
難
し
く

安
全
管
理
の
面
で
見
送
っ
た
。

教
育
長

主
に
色
つ
け
や
香

り
・
風
味
付
け
用
に
お
茶
を

利
用
し
て
お
り
、
お
茶
の
給

食
活
用
は
献
立
の
種
類
も
含

め
、
他
の
給
食
セ
ン
タ
ー
よ

り
多
く
活
用
し
て
い
る
。

田
中

子
ど
も
達
に
給
食
時

に
お
茶
を
飲
む
習
慣
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
が
今
後
の

消
費
拡
大
に
も
つ
な
が
る
し

大
切
と
考
え
る
。
紙
パ
ッ
ク

に
入
っ
た
緑
茶
飲
料
を
地
元

の
業
者
と
一
緒
に
研
究
し
、

給
食
時
に
提
供
で
き
な
い
か
。

教
育
長

学
校
給
食
法
で
は

主
食
・
副
食
・
副
菜
・
牛
乳

の
４
品
が
定
番
に
な
っ
て
お

り
、
そ
う
い
う
点
で
困
難
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
消
費

拡
大
と
い
う
点
で
は
、
給
茶

機
を
各
学
校
に
設
置
し
て
お

り
、
対
応
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

市
長

子
ど
も
た
ち
に
お
茶

を
飲
む
習
慣
を
付
け
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
は
良
い
こ

と
と
考
え
る
。
給
食
時
の
お

茶
の
提
供
に
は
引
き
続
き
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

水資源確保の条例が
必要ではないか

答 上位法との関連が望ましい
辻 浩一 議員

「
嬉
野
川
恋
唄
」
な
ど
の

カ
ラ
オ
ケ
に
嬉
野
の
風
景
を

答
可
能
性
が
あ
れ
ば
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

田
中
政
司
議
員

▲カラオケのバックスクリーンに欲しい嬉野情景

建
設
・
新
幹
線
課
長

建
設
・
新
幹
線
課
長

建
設
・
新
幹
線
課
長

建
設
・
新
幹
線
課
長

市
長

市
長

辻辻

辻辻辻辻辻 市
長

市
長

田
中

田
中

田
中

田
中

田
中

田
中

市
長

市
長

市
長

教
育
長

教
育
長

市
長そ

の
他
の
質
問

・
市
道
俵
坂
線
に
つ
い
て

・
茶
園
改
植
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
長
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県
に
要
望
を
続
け
る
。

市
道
改
良
を

辻

市
道
「
両
岩
・
東
吉
田

線
」
の
一
部
を
有
蓋
の
水
路

に
で
き
な
い
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

水
利

関
係
の
承
諾
が
必
要
だ
が
、

物
理
的
に
は
可
能
だ
。

辻

市
道
「
宮
の
上
線
」
の

法
面
が
崩
落
し
て
い
る
が
確

認
は
し
た
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

現
地

調
査
は
行
っ
た
。
修
繕
、
修

理
す
る
所
が
あ
る
の
は
認
識

し
た
。

辻

か
な
り
危
険
な
箇
所
が

あ
る
。
材
料
支
給
で
は
で
き

な
い
と
思
う
が
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

現
在
、

そ
の
よ
う
な
手
法
は
あ
ま
り

取
っ
て
い
な
い
の
で
、
市
が

修
繕
と
い
う
方
法
で
対
処
を

し
て
い
き
た
い
。

辻

市
道
「
両
岩
・
殿
の
木

場
線
」
を
防
災
面
で
整
備
す

る
必
要
は
な
い
か
。

市
長

現
在
、
市
道
の
体
を

な
し
て
い
な
い
。
緊
急
避
難

道
路
と
し
て
何
か
手
が
打
て

な
い
か
研
究
を
し
た
い
。

山
口

外
部
監
査
制
度
は
、

嬉
野
町
時
代
に
条
例
と
し
て

制
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

合
併
時
に
継
続
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
は
何
か
。

副
市
長

当
時
に
お
い
て
は

他
の
市
や
町
に
制
度
と
し
て

な
く
、
ま
た
嬉
野
町
時
代
も

該
当
す
る
案
件
が
な
か
っ
た

の
で
削
除
さ
れ
た
と
推
察
を

し
て
い
る
。

山
口

外
部
監
査
す
る
方
の

資
格
要
件
に
つ
い
て
は
把
握

を
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長

弁
護
士
と
か
会

計
検
査
院
の
職
員
・
公
認
会

計
士
等
が
対
象
で
あ
る
。

山
口

再
度
の
導
入
に
向
け

て
検
討
す
る
考
え
は
。

市
長

現
在
、
行
っ
て
い
る

監
査
委
員
会
の
充
実
に
取
り

組
み
な
が
ら
監
査
の
強
化
と

充
実
を
行
っ
て
い
く
。
そ
し

て
、
外
部
監
査
に
つ
い
て
は

研
究
を
進
め
て
み
た
い
。

新
公
会
計
財
務

調
査
の
見
直
し
を

山
口

新
公
会
計
財
務
調
査

は
、
毎
年
２
２
２
万
円
の
予

算
を
計
上
し
て
会
計
事
務
所

に
委
託
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

調
査
報
告
を
受
け
た
後
に
職

員
間
で
分
析
等
の
取
り
組
み

等
は
あ
っ
て
い
る
か
。

市
長

指
示
は
し
て
い
る
が

取
り
組
み
が
で
き
て
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
指
導
し
て
い
く
。

山
口

３
年
間
経
過
を
し
て

あ
る
程
度
の
デ
ー
タ
が
揃
っ

て
い
る
わ
け
な
の
で
、
今
後

は
職
員
間
で
分
析
す
る
努
力

を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

で
き
る
だ
け
自
分
の

と
こ
ろ
で
や
れ
れ
ば
、
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

観
光
問
題
ど
う
取
り
組
む

山
口

観
光
協
会
や
旅
館
組

合
と
観
光
商
工
課
と
の
連
携

を
強
化
す
る
意
味
で
、
早
急

に
同
一
フ
ロ
ア
の
設
置
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。

市
長

調
査
・
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
相
当
の

費
用
が
必
要
に
な
る
の
で
、

時
間
を
か
け
計
画
し
た
い
。

山
口

ス
タ
ッ
フ
の
交
流
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

市
長

可
能
だ
と
考
え
て
い

る
の
で
、
協
力
し
な
が
ら
成

果
を
得
て
い
き
た
い
。

山
口

川
柳
や
短
歌
、
俳
句

等
の
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
入
選
作
の
川
柳
ロ
ー

ド
等
の
設
置
を
含
め
て
、
町

づ
く
り
や
観
光
に
結
び
つ
け

て
取
り
組
む
べ
き
だ
。

市
長

観
光
振
興
を
念
頭
に

実
施
を
し
て
い
る
し
、
今
後

も
そ
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

外部監査導入を

答 研究してみたい
山口 要 議員

▲厳しく審査されている監査委員

▲原水として利用できないか春日渓流

建
設
・
新
幹
線
課
長

建
設
・
新
幹
線
課
長

建
設
・
新
幹
線
課
長

辻

辻

辻

辻市
長

山
口

山
口

山
口

山
口

山
口

山
口

山
口

市
長

総
務
課
長

市
長

市
長

副
市
長

市
長

市
長

山
口

市
長
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▲大変便利なスマートフォンのマップ機能

火
災
現
場
が
瞬
時
に
伝
わ
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

答
広
域
圏
に
伝
え
て
い
き
た
い

小
田
寛
之
議
員

小
田

消
防
団
の
出
動
の
際
、

現
場
ま
で
早
く
到
着
で
き
る

よ
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
と
マ
ッ
プ
機
能

を
使
い
、
火
災
現
場
が
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
瞬
時
に
伝
わ
り

案
内
が
で
き
る
よ
う
、
情
報

提
供
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
で
き
な
い
か
。

市
長

杵
藤
地
区
の
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
と
の
課
題
が
あ

り
、
現
在
で
の
シ
ス
テ
ム
で

は
で
き
な
い
と
の
見
解
で
あ

る
が
、
技
術
的
に
可
能
に
な

る
と
き
も
く
る
と
思
う
の
で
、

広
域
圏
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

現
在
、
広
域
圏
で
の
解
決
策

は
、
目
標
と
な
る
基
準
物
を

増
や
し
て
位
置
測
定
を
わ
か

り
や
す
く
し
、
ま
た
、
メ
ー

ル
発
信
の
登
録
者
を
増
加
さ

せ
努
力
を
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

小
田

建
物
火
災
の
場
合
、

個
人
宅
名
と
番
地
が
放
送
で

き
な
い
理
由
は
。

市
長

そ
の
課
題
に
つ
い
て

広
域
圏
議
会
で
再
三
提
案
を

し
て
い
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
問
題
と
個
人
の
住
宅
の

名
前
で
発
表
す
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
な
い
と
の
答
弁

で
あ
る
。
他
市
町
か
ら
も
そ

の
課
題
に
つ
い
て
は
発
言
を

さ
れ
て
い
る
が
改
善
が
で
き

て
い
な
い
。

小
田

当
初
そ
う
い
う
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
の
が
、

私
は
不
思
議
で
あ
る
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
関
係
な
く
、
い

ち
早
く
現
場
に
行
き
火
を
消

し
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
今
後
と
も

引
き
続
き
、
強
く
要
望
し
広

域
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

消
防
団
の
現
場
の
方

が
困
っ
て
お
ら
れ
る
状
況
は
、

訴
え
て
い
き
た
い
。

健
康
に
努
力
さ
れ
る
方
に

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

小
田

健
康
な
人
間
が
ふ
え

る
と
国
保
の
問
題
も
多
少
な

り
と
も
改
善
が
で
き
る
。
旧

嬉
野
町
で
取
り
組
み
が
あ
っ

た
そ
う
だ
が
そ
の
内
容
は
。

市
長

家
族
揃
っ
て
１
年
間
、

医
療
機
関
を
未
受
診
で
表
彰

し
、
副
賞
も
幾
ら
か
渡
し
て

い
た
が
、「
適
切
な
受
診
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に

我
慢
を
さ
れ
る
方
が
い
る
。

適
切
な
時
期
に
受
診
を
す
る

と
い
う
こ
と
を
勧
め
て
い
く

の
が
、
本
来
の
健
康
増
進
政

策
だ
。」と
い
う
よ
う
な
意
見

も
あ
り
、
中
止
を
し
た
。

小
田

制
度
を
復
活
さ
せ
る

こ
と
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

同
じ
制
度
で
の
復
活

は
考
え
な
い
が
、
情
報
を
集

め
て
い
き
た
い
。

30
日
間

日付 曜 議会関連 内 容

３日 月 本会議 開会、報告、提案理由説明

〃・〃 委員会 議案の説明

４日 火 委員会 各常任委員会

５日 水 委員会 各常任委員会

６日 木 休会

７日 金 本会議 一般質問

８日 土 休会

９日 日 〃

10日 月 本会議 一般質問

11日 火 本会議 一般質問

12日 水 委員会

13日 木 本会議 議案質疑（補正予算）

14日 金 本会議 議案質疑（補正予算）

15日 土 休会

16日 日 〃

17日 月 〃

18日 火 本会議 討論・採決

19日 水 本会議 議案質疑（決算）

20日 木 本会議 議案質疑（決算）

21日 金 委員会 決算特別委員会

22日 土 休会

23日 日 〃

24日 月 分科会 決算特別委員会

25日 火 分科会 決算特別委員会

26日 水 分科会 決算特別委員会

27日 木 委員会 決算とりまとめ

28日 金 本会議 討論・採決・閉会

平成24年９月

議長交際費支出状況
（平成24年７月１日～平成24年９月30日）

〔単位：円〕

・御祝 公的性格を有する団体への
支出

・会費 上部団体並びに公的性格を
有する団体との協議会費等

・その他の内訳
行政視察手土産

交際費の項目 件数 支出額
香 典 0 0

供 花 0 0

御 祝 0 0

会 費 1 8,000

その他 2 6,000

計 3 14,000

小
田

市
長

小
田

市
長

小
田

市
長

小
田

市
長

小
田

市
長
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観
光
と
地
場
産
業

の
連
携
に
つ
い
て
産業建設
常任委員会

障がい者雇用の
先進施設を訪問

文教厚
生常任
委員会

防
災
に
つ
い
て

総務企画
常任委員会

こ
れ
か
ら
の
農
産
物
や
地

場
産
品
の
直
売
所
の
将
来
を

考
え
る
た
め
、
武
雄
市
山
内

町
に
あ
る
道
の
駅
「
黒
髪
の

里
」「
な
な
菜
」
と
大
村
市
の

お
お
む
ら
夢
フ
ァ
ー
ム
「
シ

ュ
シ
ュ
」
を
視
察
し
た
。

委
員
会
の
意
見

道
の
駅
「
黒
髪
の
里
」
と

「
な
な
菜
」は
指
定
管
理
者
制

度
で
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。

特
に
、
障
が
い
者
の
自
立

と
い
う
点
で
は
ま
だ
ま
だ
立

ち
遅
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
積
極
的
に
障
が
い

者
雇
用
に
取
組
ん
で
い
る
大

分
市
の
社
会
福
祉
法
人
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
を
視
察
し
た
。

委
員
会
の
意
見

こ
の
施
設
に
お
い
て
は
、

障
が
い
者
が
街
に
で
て
働
く

原
発
事
故
を
想
定
し
た
嬉

野
市
の
防
災
を
考
え
る
た
め

に
、
玄
海
原
発
に
最
も
隣
接

し
て
い
る
唐
津
市
と
伊
万
里

市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

こ
と
が
で
き
る
よ
う
実
践
的

な
訓
練
が
な
さ
れ
て
お
り
、

実
際
に
障
が
い
者
が
企
業
に

就
職
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
障
が
い

者
の
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と

は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
今

後
は
障
が
い
者
を
取
り
巻
く

環
境
整
備
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
行
政
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
大
切
で
あ

り
、
国
・
県
・
市
が
連
携
し

て
取
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

委
員
会
の
意
見

委
員
会
の
意
見

▲「シュシュ」で研修する委員会

▲「シンフォニー」で説明を受ける委員会

▲唐津市で意見交換する委員会

こ
こ
数
年
売
り
上
げ

が
減
少
し
て
そ
の
対

策
に
苦
慮
さ
れ
て
い

た
。
一
方
「
シ
ュ
シ

ュ
」
は
専
業
農
家
８

戸
に
よ
る
生
産
法
人

で
、
直
売
所
の
み
な

ら
ず
パ
ン
工
房
・
ア

イ
ス
工
房
、
体
験
教

室
、
観
光
農
園
、
農

業
塾
な
ど
、
常
に
新

し
い
商
品
開
発
や
取

り
組
み
を
展
開
さ
れ

て
い
た
。

施
設
の
健
全
運
営

と
地
場
産
業
の
振
興

を
図
る
に
は
運
営
方

法
の
違
い
よ
り
も
、

運
営
す
る
「
人
」
の

違
い
に
経
営
の
差
が

あ
る
と
感
じ
た
。

に
つ
い
て
調
査
を
行

な
っ
た
。

委
員
会
の
意
見

両
市
の
避
難
計
画

は
佐
賀
県
原
子
力
災

害
暫
定
行
動
計
画
に

基
づ
い
て
立
て
ら
れ

て
い
る
。
嬉
野
市
は

30
キ
ロ
圏
内
に
は
な

い
が
季
節
に
よ
る
風

向
き
な
ど
を
考
慮
す

る
と
地
域
防
災
計
画

の
中
に
原
子
力
災
害

も
取
り
入
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

九
州
電
力
と
の
地

域
安
全
協
定
は
、
福

岡
・
長
崎
県
が
締
結

さ
れ
、
唐
津
・
伊
万

里
市
も
締
結
に
向
け

て
努
力
さ
れ
て
い
る
。

嬉
野
市
に
お
い
て
も
安
全
協

定
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
市

民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
課

題
だ
と
思
わ
れ
る
。

委
員
会
の
意
見
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嬉
野
市
議
会
は
他
の
近
隣

自
体
に
先
駆
け
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
政
策
立
案
、
行

政
の
監
視
、
情
報
公
開
等
、

積
極
的
に
議
会
活
性
化
を
進

め
て
き
た
。

全
国
的
に
議
会
基
本
条
例

制
定
な
ど
議
会
活
性
化
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
る
中
、
今

年
度
は
９
月
末
現
在
で
20
市

町
か
ら
嬉
野
市
議
会
に
視
察

が
あ
っ
て
い
る
。

な
お
、
議
会
視
察
は
全
て

議
員
で
対
応
し
て
お
り
、
他

議会広報編集特別委員会

コ

ラ

ム

委
員
長

小
田
寛
之

副
委
員
長

山
下
芳
郎

委

員

山
口

要

〃

平
野
昭
義

〃

織
田
菊
男

〃

副
島
孝
裕

〃

梶
原
睦
也

〃

山
口
忠
孝

か
つ
て
日
本
は
高
度
経
済

成
長
時
代
の
副
産
物
の
公
害

問
題
を
人
間
の
知
恵
で
解
決

し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
▼
似

て
い
る
が
人
間
が
解
決
で
き

な
い
も
の
が
原
発
で
あ
る
▼

原
発
の
一
番
の
問
題
は
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
理
の

危
険
性
で
あ
る
▼
人
間
が
作

っ
て
人
間
の
対
処
の
限
界
を

超
え
て
手
が
つ
け
ら
れ
な
い

状
態
に
地
球
規
模
で
進
ん
で

い
る
▼
五
木
寛
之
の
「
下
山

の
思
想
」
に
も
あ
る
よ
う
に

経
済
至
上
か
ら
大
き
な
転
換

期
に
入
り
成
熟
し
た
下
山
を

こ
そ
思
い
描
く
「
林
住
期
」

に
入
っ
た
と
▼
政
権
交
代
が

賑
わ
っ
て
い
る
が
、
原
発
依

存
か
ら
の
転
換
を
目
指
す
候

補
者
が
見
当
た
ら
な
い
の
は

将
来
が
危
う
い
▼
「
フ
ク
シ

マ
」
の
教
訓
を
生
か
し
て
日

本
か
ら
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
す

べ
き
時
で
あ
る
。

（
芳
郎
）

▲議会改革に取り組む嬉野市議会

★この印刷物は、１部あたり22円でできています。

嬉野市議会の面目躍如嬉野市議会の面目躍如嬉野市議会の面目躍如

議
会
と
の
貴
重
な
情
報
交
換

の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
視
察
を
受
け
る

条
件
と
し
て
原
則
的
に
本
市

へ
の
宿
泊
を
お
願
い
し
て
お

り
、
嬉
野
市
議
会
と
し
て
も

少
し
で
も
観
光
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
。

月/日 県名 議会名

10/3 神奈川県 大和市

5 長崎県 壱岐市

23 佐賀県 江北町

24 福岡県 粕屋町

25 新潟県 上越市

31 大阪府 貝塚市

31 兵庫県 加西市

11/2 大分県 津久見市

6 山口県 下関市

13 熊本県 荒尾市

14 岡山県 浅口市

14 京都府 宮津市

20 北海道 音更町

10、11月の来訪予定

わたしの場所
林由紀子

女性の声

子育て等でバタバタしている私に、先日、夫が

本を買ってきてくれた。

その本は「置かれた場所で咲きなさい」。タイ

トルに諭されると同時に、以前、稽古の合間に子

ども達と交わした話を思い出した。

その日子ども達は、進路について「都会へ出た

い！」「私は、地元がいい」と。

そんな中１人が「先生はどうしてここにおる

と？」。そこで私は、「若い頃は都会に憧れた。で

も友達が、都会で当初の夢や目的ば見失って、日

常に埋没していくとば見たら、踊りば続けるため

にこそ、ここにおるとが、私にとってベストと思

った。」そう答えた。定年退職後の父が“故郷の

嬉野で民舞を”との思いで、母と舞踊教室を開い

た事をきっかけに、長崎で生まれ育った私はこの

地へ来た。そんな私も人々の温かさに触れ、今で

は嬉野こそ自分の居場所、人生最後はこの地の種

となって落ちたい！とさえ思っている。

これから子ども達には、それぞれの場所が待っ

ていて、私の父のように人生最後の地として故郷

を、もしくは新天地を選ぶ人もいるだろう。そん

な自らの場所として、この嬉野市が選ばれたとき、

それらの人々を受け入れる魅力的なハード、ソフ

トの両面の充実が不可欠だ。子育て支援だけでも

市町村のサービスの差を、今、私は実感するからだ。

さて、読書の秋。冒頭の本でも読んでみるか…

と思うも、息子の泣き声！鳴呼。

視
察
対
応
で
悲
鳴

う
れ
し
い


